
 

ねこたろう１ ①  おやびん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ねこたろう１ ③  おやびん 

 

 

飴だま③ 新美南吉 

 

飴
あめ

だま③ 新美
にいみ

南吉
なんきち

 

 

飴
あめ

だま③ 新美
にいみ

南吉
なんきち

 

下
した

のぶんは、テキストのものがたりと、ころを○
まる

でかなおう。 

 

 

 

 

 

 

 

ねこたろう１ ②  おやびん        

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 ねこたろう１ ④  おやびん 

 

ある村
むら

に、おじいさんとおばあさんが住んで
すんで

いました。 

おじいさんとおばあさんはとても仲良し
なかよし

でした。 

でも、二人
ふたり

には子供
こども

がいませんでした。 

二人
ふたり

には、孫
まご

もいませんでした。 

二人
ふたり

は、とても寂しい
さびしい

と思いました
おもいました

。 

そこで、二人
ふたり

は、猫
ねこ

を飼いました
か い ま し た

。 

猫
ねこ

の名前
なまえ

は、「ねこたろう」でした。 

ある日
ひ

、おじいさんは昼寝
ひるね

をしていました。 

そこに、ねこたろうがやって来ました
き ま し た

。 

そして、おじいさんのひげを引っ張りました
ひっぱ り ました

。 

 

 

ねこたろうが立ち止った
たちどまった

のは、桜
さくら

の木
き

の下
した

でした。 

その桜
さくら

の木
き

は、大きく
おおきく

ありませんでした。 

でも、綺麗
きれい

な花
はな

が咲いて
さ い て

いました。 

色
いろ

は、ピンク
ぴんく

色
いろ

でした。 

おじいさんは、「綺麗
きれい

だなあ」と言いました
いい ま し た

。 

すると、ねこたろうは、「にゃおー」と鳴きました
な き ま し た

。 

そして、木
き

の根っこ
ねっこ

の 所
ところ

を、足
あし

でがりがり引っ掻きました
ひっか き ま し た

。 

ねこたろうは「ここを掘りなさい
ほ り な さ い

」と言って
い っ て

いるのです。 

そこで、おじいさんは家
いえ

に帰りました
かえりました

。 

そして、スコップ
すこっぷ

を持って
も っ て

来ました
き ま し た

。 

おじいさんは、どんどん、どんどん、穴
あな

を掘りました
ほ り ま した

。 

 

おじいさんは、飛び上がりました
と び あ が り ま し た

。 

そして、「あいたたたた」と言いました
いい ま し た

。 

ねこたろうは、楽しそう
たのしそう

に「にゃおー」と鳴きました
な き ま し た

。 

そしてねこたろうは、おじいさんの服
ふく

を引っ張りました
ひっぱ り ました

。 

「こっちに来い
こ い

」と、ねこたろうは、言って
い っ て

いるのです。 

それが分かった
わ か っ た

おじいさんは、立ち上がりました
た ち あ が り ま し た

。 

ねこたろうは、もう一 回
いっかい

「にゃおー」と鳴きました
な き ま し た

。 

そして、歩き出しました
あるきだしました

。 

おじいさんは、ねこたろうの後
あと

をついて行きました
い き ま した

。 

一時間
いちじかん

くらい歩いて
あるいて

、ねこたろうは立ち止りました
たちどまりました

。 

 

 

おじいさんは、穴
あな

を掘り続けました
ほりつづけました

。 

こつんと、スコップ
すこっぷ

が何
なに

かに当たりました
あた り ま し た

。 

おじいさんは、ごくりと唾
つば

を飲み込みました
の み こ み ま し た

。 

ねこたろうは、おじいさんの顔
かお

を見て
みて

います。 

「 宝 物
たからもの

があるのかな」とおじいさんは思いました
おもいました

。 

手
て

で土
つち

をどけると、小さな
ちいさな

箱
はこ

が見えました
みえま した

。 

おじいさんは、急いで
いそいで

その箱
はこ

を取り出しました
と り だ し ま し た

。 

箱
はこ

の蓋
ふた

を開ける
あ け る

と、おもちゃが出て
で て

きました。 

それは、おじいさんが子供
こども

の頃
ころ

に埋めた
う め た

物
もの

でした。 

おじいさんは、それを忘れて
わすれて

いたのでした。 

ねこたろうは、もう一 回
いっかい

「にゃおー」と鳴きました
な き ま し た

。 

 

 

おはなし 


